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	NewsLetter Vol.10
	第9回　最終発表・修了式 日　時：2025年11月16日（日）10:00～16:00 場　所：大謝名小学校 地域連携室くがにルーム（宜野湾市大謝名5-12-1） 参加者：塾生10名／事務局・主催8名／一般13名

	ついに！最終発表～!!
	大謝名や～ぐな～
	田　園
	NewsLetter Vol.１
	第８期生のみなさん 修了おめでとうございます！
	ぎのわん地域づくり塾
	　最終発表のあとは修了式とお疲れさま会を行い、塾全体を振り返る場となりました。ぎのわん地域づくり塾は、全9回の講座・ゼミの全日程を終えることができました。タイトなスケジュールの中でもチームで議論重ね企画をまとめあげた第8期10名の塾生の皆さま、本当にお疲れさまでした!!
	本事業は市民協働の担い手育成を目的に実施しており、今回の発表内容は市として大変心強い内容だった。課としても引き続き活動を応援していきたい。
	講座で得られた知識や仲間とのつながりは大きな財産になるはず。講座はひと区切りだが今後も企画実施に向けて、これから地域づくりの本当のスタート。
	地域の声に耳を傾けることが地域活動の立派な実践。この経験と塾で得た知識、塾生同士のつながりを大切にして今後も活動の場を広げていただくことを期待しています。


	塾生の声
	チームメンバーに助けられいい企画ができた。ぜひ実現したい。
	これまで地域に関わりがなかったが、塾を通して宇地泊公民館の活用など自分の住む地域のことを考え、取り組むことができてよかった。今後も学んでいきたい。
	いろんな地域でチームで企画提案をしてきた。地域づくり塾は本当に楽しい。次回もぜひまた参加したい！企画の実現に向け今後もチームと取り組みをすすめていく。
	昨年に引き続き参加し、いろんなチームの様々な企画をみるのも楽しく、何より宜野湾市のことを一緒に取り組める仲間ができたことが良かった。
	令和7年度 宜野湾市地域リーダー等養成講座事業 ぎのわん地域づくり塾2025 【主催】宜野湾市・宜野湾市教育委員会 【企画運営】NPO法人まちなか研究所わくわく 【協力】宜野湾市社会福祉協議会・公益財団法人みらいファンド沖縄


